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第５期　決算概要資料

２００９年度（2010年3月期）　

注）当資料は、億円未満を切り捨てて表示しています。



１．１． 20092009年度の主な取り組みの概要年度の主な取り組みの概要

政府の経済対策による高速道路の料金割引を円滑に実施しました。
・休日特別割引（地方部上限 1,000円）等を実施し、多くのお客さまにご利用いただいた結果、料金割引額は　　　　
　約3,400億円となり、前期の約1,600億円から倍増しました。

　　 ・GW、お盆時期、ｼﾙﾊﾞｰｳｨｰｸ、年末年始等の混雑対策・安全対策を確実に実施しました。

高速道路の建設を着実に進め早期開通に努めました。
　　 ・7路線7区間84.5kmを新規開通し、営業延長は3,565kmとなりました。
　　 ・常磐自動車道（山元IC～亘理IC間）、道央自動車道（落部IC～八雲IC間）については、完成予定年度を約1年　　　
前倒しして開通しました。

　　 ・仙台北部道路（利府しらかし台IC～富谷JCT）の開通により、仙台都市圏でネットワークが完成しました。

道路資産賃借料４,００４億円を機構※ に支払いました。

お客さまにご満足頂けるＳＡＰＡづくりに取り組みました。
　・首都圏における新しいタイプの商業施設「Pasar（パサール）」を東北自動車道羽生PA（下り線）、関越自動車道　
　 三芳PA（上り線）にオープンしました。また、地域の特産物を積極的に導入するなど「地域のショーウィンドウ化」
　 を進めるとともに、環境に配慮したＳＡＰＡづくりに取り組みました。

政府の経済対策による高速道路の料金割引を円滑に実施しました。
・休日特別割引（地方部上限 1,000円）等を実施し、多くのお客さまにご利用いただいた結果、料金割引額は　　　　
　約3,400億円となり、前期の約1,600億円から倍増しました。

　　 ・GW、お盆時期、ｼﾙﾊﾞｰｳｨｰｸ、年末年始等の混雑対策・安全対策を確実に実施しました。

高速道路の建設を着実に進め早期開通に努めました。
　　 ・7路線7区間84.5kmを新規開通し、営業延長は3,565kmとなりました。
　　 ・常磐自動車道（山元IC～亘理IC間）、道央自動車道（落部IC～八雲IC間）については、完成予定年度を約1年　　　
前倒しして開通しました。

　　 ・仙台北部道路（利府しらかし台IC～富谷JCT）の開通により、仙台都市圏でネットワークが完成しました。

道路資産賃借料４,００４億円を機構※ に支払いました。

お客さまにご満足頂けるＳＡＰＡづくりに取り組みました。
　・首都圏における新しいタイプの商業施設「Pasar（パサール）」を東北自動車道羽生PA（下り線）、関越自動車道　
　 三芳PA（上り線）にオープンしました。また、地域の特産物を積極的に導入するなど「地域のショーウィンドウ化」
　 を進めるとともに、環境に配慮したＳＡＰＡづくりに取り組みました。

お客さまの“安全・安心”を第一に、より“快適”に、より“便利”に高速道路をご利用いただける
よう業務を実施しています

※　独立行政法人
　 　日本高速道路保有・債務返済機構

－１－



２．高速道路の料金割引を円滑に実施しました。２．高速道路の料金割引を円滑に実施しました。
＜単体ベース＞

◎料金収入等は５，７３５億円を計上

料金収入等は、景気が依然として厳しい状況のなか、政府方針に基づく料金引下げの実施や上半期
の燃料価格の下落等により、交通量（走行台キロ）が13.3％増加した一方、割引サービスを多くのお客
さまにご利用いただいた結果、料金割引額は約3,400億円となり、前期の約1,600億円から倍増となっ
たことにより、前年同期に対し1,004億円（▲14.9％）の減収となりました。

料金収入等は、景気が依然として厳しい状況のなか、政府方針に基づく料金引下げの実施や上半期
の燃料価格の下落等により、交通量（走行台キロ）が13.3％増加した一方、割引サービスを多くのお客
さまにご利用いただいた結果、料金割引額は約3,400億円となり、前期の約1,600億円から倍増となっ
たことにより、前年同期に対し1,004億円（▲14.9％）の減収となりました。

◎道路資産賃借料と管理費用計５，７２７億円を計上

管理費用は、お客さまに安全・安心・快適にご利用
いただくための補修工事等の実施、政府方針に基づ
く料金引下げの実施に伴う混雑緩和・安全対策等を
確実に実施したものとなっております。

道路資産賃借料は、政府方針に基づく料金引下げ
の実施に伴い、機構

※

との協定額が減少したこと等に
より、前年に対し971億円（▲19.5％）減少しました。

管理費用は、お客さまに安全・安心・快適にご利用
いただくための補修工事等の実施、政府方針に基づ
く料金引下げの実施に伴う混雑緩和・安全対策等を
確実に実施したものとなっております。

道路資産賃借料は、政府方針に基づく料金引下げ
の実施に伴い、機構

※

との協定額が減少したこと等に
より、前年に対し971億円（▲19.5％）減少しました。

－２－

２００８年度

（Ａ）

２００９年度

（Ｂ）

前期差

（Ｂ）－（Ａ）

料金収入等 ６,７３９ ５,７３５ ▲１，００４

▲９７１

▲２５

営業利益 １４ ７ ▲６

道路資産賃借料 ４,９７５ ４,００４

管理費用 １,７４９ １,７２３

（単位：億円）

※料金収入等には、その他の売上高が含まれています。※機構：独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構



３．道路事業は、減収・減益となりました。３．道路事業は、減収・減益となりました。

営業収益営業収益

＜単体ベース＞

営業費用営業費用

営業利益営業利益

＜連結ベース＞

７,４４７億円７,４４７億円 ７,５１７億円７,５１７億円

７,４３９億円７,４３９億円

　　　７億円　　　７億円

７,４８１億円７,４８１億円

　３５億円　３５億円

〔8,055億円〕

〔　 14億円〕

〔8,066億円〕〔8,041億円〕

〔8,110億円〕

〔　 44億円〕

【道路事業】

※　〔　〕書きは昨年度の数字。

※　営業収益には道路資産完成高、営業費用には道路資産完成原価（ともに当期は1,711億円）を含んでいます。

※　＜連結ベース＞の営業収益のうち、「外部顧客に対する売上高」は、7,469億円となっています。

－３－



　　４．４．SAPASAPA事業は、お客さまの増加により増収・増益となりました。事業は、お客さまの増加により増収・増益となりました。

【関連事業】 ＜単体ベース＞ ＜連結ベース＞

営業収益営業収益 　３６６億円　３６６億円 〔497億円〕 　６１５億円　６１５億円 〔660億円〕

営業費用営業費用

営業利益営業利益

【うちSAPA事業】

営業収益営業収益

営業費用営業費用

営業利益営業利益

　３３２億円　３３２億円

　　３３億円　　３３億円

　１０９億円　１０９億円

　　７５億円　　７５億円

　　３３億円　　３３億円

　５５７億円　５５７億円

　　５７億円　　５７億円

　３５８億円　３５８億円

　３００億円　３００億円

　　５７億円　　５７億円

〔461億円〕

〔35億円〕

〔100億円〕

〔 69億円〕

〔 30億円〕

〔600億円〕

〔59億円〕

〔263億円〕

〔208億円〕

〔 54億円〕

＜単体ベース＞ ＜連結ベース＞

※　〔　〕書きは昨年度の数字。
※　関連事業には、SAPA事業のほか、国や地方公共団体からの受託事業及びその他関連事業を含んでいます。

－４－



　　５．第５期の経営状況（総括）５．第５期の経営状況（総括）

＜単体ベース＞ ＜連結ベース＞

当期純利益当期純利益

経常利益経常利益

営業利益営業利益 ４１億円
４１億円

　９４億円
　９４億円

　４９億円〔　６０億円〕　４９億円〔　６０億円〕 １２４億円〔１３３億円〕１２４億円〔１３３億円〕

　２２億円〔　２６億円〕　２２億円〔　２６億円〕 　７２億円〔 ７６億円〕　７２億円〔 ７６億円〕

道路事業道路事業 関連事業関連事業

【全事業】

営業収益 　営業費用営業収益 　営業費用 7,813億円 7,772億円

〔8,552億円〕〔8,502億円〕

7,813億円 7,772億円

〔8,552億円〕〔8,502億円〕

8,084億円 7,990億円

〔8,730億円〕〔8,627億円〕

8,084億円 7,990億円

〔8,730億円〕〔8,627億円〕

※　〔　〕書きは、昨年度の数字。

〔４９億円〕 〔１０３億円〕
7億円
〔14億円〕

33億円
〔35億円〕

　35億円
〔44億円〕

　57億円
　 〔59億円〕

※　営業収益には道路資産完成高、営業費用には道路資産完成原価（ともに当期は1,711億円）を含んでいます。

※　連結ベースの営業収益及び営業費用並びに営業利益は、P3、P4の各部門の数字を合計したものから、セグメント間
の取引を消去したものですので、単純な合計額とは一致しません。

－５－



６．資産・負債の構造６．資産・負債の構造
＜単体ベース＞

道路建設のための固定負債が、仕掛道路資産（建設中の道路）に対応しています。

仕掛道路資産は、前期末より１４４億円増加しています。

当期に完成した道路資産１，７１１億円を機構
※

へ引渡しています。 ※独立行政法人
　 日本高速道路保有・債務返済機構

1,342
純資産

1,291流動負債

5,050固定負債

4,142

2,892(道路建設関係社債）

(道路建設関係長期借入金）

【負債・純資産】 ７,６８４億円

流動資産 5,319

仕掛道路資産

3,613

2,360固定資産

繰延資産 4

【資　　　　産】

　 1,250

７,６８４億円

－６－



　　　　　７７．連結対象の子会社・関連会社について．連結対象の子会社・関連会社について

NEXCO東日本グループ一体となってコラボ（協働）体制を構築し、グループ企業
価値の最大化を目指します。

連結子会社 持分法適用関連会社

１８社　１８社　 ７社　７社　

【連結子会社 】

㈱ネクスコ・トール東北

㈱ネクスコ・トール関東

㈱ネクスコ･トール北関東

㈱ネクスコ・エンジニアリング北海道

㈱ネクスコ・エンジニアリング東北

㈱ネクスコ東日本エンジニアリング

㈱ネクスコ・エンジニアリング新潟

㈱ネクスコ・メンテナンス北海道

㈱ネクスコ・メンテナンス東北

㈱ネクスコ・メンテナンス関東

【 連結子会社 】

㈱ネクスコ・トール東北

㈱ネクスコ・トール関東

㈱ネクスコ･トール北関東

㈱ネクスコ・エンジニアリング北海道

㈱ネクスコ・エンジニアリング東北

㈱ネクスコ東日本エンジニアリング

㈱ネクスコ・エンジニアリング新潟

㈱ネクスコ・メンテナンス北海道

㈱ネクスコ・メンテナンス東北

㈱ネクスコ・メンテナンス関東

㈱ネクスコ・メンテナンス新潟

㈱ネクスコ東日本パトロール

㈱E-NEXCOパトロール

㈱ネクスコ・サポート北海道

㈱ネクスコ東日本トラスティ　

ネクセリア東日本㈱

㈱ネクスコ東日本エリアサポート

㈱ネクスコ東日本リテイル　

㈱ネクスコ・メンテナンス新潟

㈱ネクスコ東日本パトロール

㈱E-NEXCOパトロール

㈱ネクスコ・サポート北海道

㈱ネクスコ東日本トラスティ　

ネクセリア東日本㈱

㈱ネクスコ東日本エリアサポート

㈱ネクスコ東日本リテイル　

【 持分法適用関連会社 】

㈱ＮＥＸＣＯシステムズ

㈱高速道路総合技術研究所

東京湾横断道路㈱

東北高速道路ターミナル㈱

㈱ＮＥＸＣＯ保険サービス

ハイウェイ・トール・システム㈱

奥羽道路サービス㈱

【 持分法適用関連会社 】

㈱ＮＥＸＣＯシステムズ

㈱高速道路総合技術研究所

東京湾横断道路㈱

東北高速道路ターミナル㈱

㈱ＮＥＸＣＯ保険サービス

ハイウェイ・トール・システム㈱

奥羽道路サービス㈱

＊ネクスコ・トール○○とは、料金収受業務を担う会社の名称。

＊ネクスコ・エンジニアリング○○とは、保全点検業務を担う会社の名称。

＊ネクスコ・メンテナンス○○とは、維持修繕業務を担う会社の名称。

－７－



＜参考＞トピックス〔＜参考＞トピックス〔20092009年度の主な取り組み　道路管理①年度の主な取り組み　道路管理① 〕〕

料金割引に伴う交通混雑対策について、確実に実施

○速度回復情報の提供による呼びかけ

○トンネル照明の照度アップによる速度低下の抑制

○大型優先駐車マスの確保　　　　○仮設トイレの配置　　　　

○駐車場整理員の配置　　　　

○渋滞後尾への追突注意喚起　　　　
Ｈ21年末年始の交通混雑対策

前年実績なし

前年実績なし

各混雑対策（対前年同期比）

－８－



＜参考＞トピックス〔＜参考＞トピックス〔20092009年度の主な取り組み　道路管理②年度の主な取り組み　道路管理② 〕〕

「安全・安心・快適」な高速道路空間の提供

【交通安全対策】

コンクリート剥落対策工事

橋梁の耐震補強工事

【耐震補強対策】
高機能舗装の施工

強化型防護柵（中央分離帯）

従来舗装 高機能舗装

【橋梁の補修工事】

－９－



＜参考＞トピックス〔＜参考＞トピックス〔20092009年度年度の主な取り組み　高速道路建設〕の主な取り組み　高速道路建設〕

○高速道路の新規開通
　・７路線７区間８４.５㎞が開通
　・そのうち新規開通２区間について、当初計画の平成２２年度を
　　前倒しして完成することができました。
　　常磐自動車道（山元ＩＣ～亘理ＩＣ間）11.5㎞ ⇒　12ヶ月前倒し
　　 道央自動車道（落部ＩＣ～八雲ＩＣ間）16.0㎞ ⇒　13ヶ月前倒し

【仙台北部道路（利府しらかし台ＩＣ～富谷ＪＣＴ間）の開通に伴う整備効果】
・仙台都市圏において全周約６０㎞の都市圏環状ネットワーク（都市圏の外郭全体を連絡す
　る自動車専用道路網）が、全国の政令指定都市圏で初めて全線開通しました。
・仙台近郊の産業拠点と仙台塩釜港とを直結する高速輸送ルートが完成し、アクセスが強化
　されました。
・仙台都市圏を迂回する高規格道路が２ルートとなり、リダンダンシーが向上しました。
・一般道の交通混雑が緩和され、交通環境が改善されました。

◆開通前、（主）塩釜吉岡線では大型車が多く通行していましたが、開通後は、仙台北部
道路に大型車が転換したため、1,100台/日（19％）交通量が減少しました。

5,800 4,700

7,700

6,900

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

開通前 開通後

普通車大型車

13,500台

11,600台

(14.1%)減少

大型車
1,100台/日
19％減少

          （新規開通区間)

          （建設中)

          （営業中)

          （建設中)

ＮＥＸＣＯ東日本以外の道路

          （営業中)

【開通実績】

          （建設中)

          （建設中ＪＣＴ)

一般有料道路

凡例

高速自動車国道

          （新規開通区間)

          （営業中)

4545

松島海岸IC

利府中IC

三
陸
自
動
車
道

利府しらかし台IC利府しらかし台IC

利府塩釜IC

利府JCT

泉IC

東
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自
動
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道

松島大郷IC

泉PAスマートIC

仙台港北IC

仙台東IC

若林JCT
今泉IC長町IC山田IC

仙台南IC

仙台宮城IC

大和IC

(

主)

塩
釜
吉
岡
線

48

286286

457457

４４

富谷JCT富谷JCT

仙
台
北
部
道
路

仙台南IC

仙台塩釜港仙台塩釜港

開通後 11,600 台/日

開通前 13,500 台/日

増減率 ▲14.1％

（主）塩釜吉岡線

－１０－



＜参考＞トピックス〔＜参考＞トピックス〔20092009年度の主な取り組み　休憩施設〕年度の主な取り組み　休憩施設〕

ＳＡＰＡのお客様サービスの向上

PasarPasar（（パサール）の展開パサール）の展開

　SAPAを「あるから利用する施設」から「進んで利用したく
なる施設」へ転換していくため、「Pasar（パサール）」という
ブランドで「高速道路型の商業施設」を展開

東北道　Pasar羽生（下り線）

2009年11月18日OPEN

関越道　Pasar三芳（上り線）

2009年12月16日OPEN

『地域のショーウィンドウ化』『地域のショーウィンドウ化』

　地域商材を積極的に導入
するとともに、ご当地メニ
ューや地域のお土産品をお
得にご利用頂ける「地域産
品応援フェア」を開催

ドラマチックエリアの展開ドラマチックエリアの展開

　それぞれの地域にふさわしい「旅のドラマ」
を演出する「ドラマチックエリア」を展開

関越道　赤城高原SA（下り線）
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　　　8. 20108. 2010年度損益の見通しについて年度損益の見通しについて

２０１０年度は単体で１４億円、連結で３６億円の利益を見込んでいます。２０１０年度は単体で１４億円、連結で３６億円の利益を見込んでいます。

（単位：億円）

単体ベース 連結ベース

【高速道路事業】

営業利益 １７ １７

【関連事業】 営業収益 ４６８ ７４０

営業利益 ３０ ５４

【全事業】 営業収益 ７，７６１ ８，０３３

営業利益 ４８ ７２

経常利益 ２８ ７０

営業収益 ７，２９３ ７，２９３

３６当期純利益 １４

◇2010年度の見込みは、当社が現時点で合理的と判断する一定の前提に基づいており、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業
績は様々な要素により、上記の見込値と異なる可能性があることをご承知おき下さい。
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＜参考＞2010年度の主な取組み

◆高速道路建設

◆ＳＡＰＡ事業

■関越道　Pasar三芳（上り線） グランドオープン

２009年１２月にⅠ期工事がオープンした関越道三芳ＰＡ（上り線）
で、既存施設の建替えを行い平成22年度内にグランドオープンを
目指します。（ショッピングコーナーの拡張やコンビニエンスストアを
導入予定。）

■関越道　寄居ＰＡ（上り線） 『寄居 星の王子さまPA 』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6/30オープン　
関越道寄居ＰＡ（上り線）では、『星の王子さま』のブランドが持つ「非
日常性」や「癒し」をコンセプトに、南フランスプロバンスの雰囲気で、
日常から離れた「癒し」の空間をＰＡ全体で創造します。

【寄居 星の王子さまＰＡ】関越道　寄居ＰＡ ［イメージ］

■新規開通予定（３区間12.9km）
　・2010年4月17日 北関東自動車道　佐野田沼IC～岩舟JCT(L=5.3km)　開通済み
　・2010年4月24日 圏央道　つくば中央IC～つくばJCT(L=4.3km) 　開通済み
　・2010年度内 圏央道　菖蒲白岡IC（仮称）～久喜白岡JCT （仮称）(L=3.3km)

■完成予定（８箇所）
　・2010年10月 仙台北部道路　利府JCT [改築※] 　
　・2010年内　　 東北自動車道　上河内スマートIC [改築※]  　東北自動車道　那須高原スマートIC [改築※] 
　・2010年度内　 東北自動車道　大衡IC 　 　　　　　秋田自動車道　西仙北スマートIC（仮称） [改築※]
　　 　　　 上信越自動車道　佐久小諸JCT 　　　　　常磐自動車道　石岡・小美玉スマートIC（仮称）
　　 　　　 東北自動車道　佐野SAスマートIC（仮称）

　 　　　 ※改築とは、既に供用しているIC・JCTに新たな出入口やランプを追加するなど、機能向上を図るものです。
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◎個別貸借対照表、損益計算書（要約版）
［資料－１］

（単位　億円･切捨）【貸借対照表】

区分 金　額 区分 金　額

仕掛道路資産 3,613 未払金 831

その他の流動資産 1,705 その他の流動負債 459

（流動資産計） 5,319 （流動負債計） 1,291

有形固定資産 2,103 道路建設関係社債 2,892

無形固定資産 85 道路建設関係長期借入金 1,250

投資その他の資産 172 その他の固定負債 908

（固定資産計） 2,360 （固定負債計） 5,050

（繰延資産計） 4 （負債合計） 6,342

資本金 525

資本剰余金 587

利益剰余金 229

（純資産合計） 1,342

（資産合計） 7,684 （負債・純資産合計） 7,684

（単位　億円・切捨）【損益計算書】

区分 金額

高速道路営業収益 7,447

　料金収入等 5,735

　道路資産完成高 1,711

高速道路営業費用 7,439

　道路資産賃借料 4,004

　管理費用 1,723

　道路資産完成原価 1,711

高速道路事業営業利益 7

関連事業収益 366

関連事業費用 332

関連事業営業利益 33

（営業利益） 41

営業外収益 16

営業外費用 7

（経常利益） 49

特別利益 10

特別損失 4

（税引前当期純利益） 56

法人税等（法人税等調整額を含む） 33

（当期純利益） 22
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◎連結貸借対照表、損益計算書（要約版）
［資料－２］

（単位　億円・切捨） （単位　億円・切捨）【連結損益計算書】

区分 金額

高速道路事業

　営業収益 7,517

　営業利益 35

関連事業

　営業収益 615

　営業利益 57

消去又は全社

　営業収益 -48

　営業利益 1

全事業

　営業収益 8,084

　営業利益 94

営業外収益 37

営業外費用 7

（経常利益） 124

特別利益 11

特別損失 5

（税金等調整前当期純利益） 129

法人税等（法人税等調整額を含む） 57

（当期純利益） 72

【連結貸借対照表】

区　分 金　額 区　分 金　額

仕掛道路資産 3,606 未払金 798

その他の流動資産 1,771 その他の流動負債 355

（流動資産計） 5,378 （流動負債計） 1,154

有形固定資産 2,161 道路建設関係社債 2,892

無形固定資産 92 道路建設関係長期借入金 1,250

投資その他の資産 245 その他の固定負債 1,069

（固定資産計） 2,499 （固定負債計） 5,211

（繰延資産計） 5 （負債合計） 6,365

資本金 525

資本剰余金 587

利益剰余金 403

評価・換算差額等 -0

（純資産合計） 1,516

（資産合計） 7,882 （負債・純資産合計） 7,882
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